
　
「
地
域
の
個
性
や
特
性

を
生
か
し
、
住
民
と
行
政

が
機
能
分
担
し
、
協
働
で

品
格
あ
る
全
町
農
村
公
園

化
計
画
」
を
基
本
方
針
と

す
る
過
疎
地
域
自
立
促
進

計
画
（
過
疎
計
）
を
決
定

し
た
。

　

町
づ
く
り
の
課
題
は
、

①
大
幅
な
人
口
減
少
に
歯

止
め
を
か
け
る
、
真
に
有

効
な
少
子
高
齢
化
対
策
。

②
こ
れ
に
不
可
欠
な
交
通

網
や
上
下
水
道
、
更
に
は

ご
み
処
理
対
応
な
ど
生
活

基
盤
と
環
境
の
整
備
。

③
こ
れ
ら
を
支
え
る
産
業

の
活
性
化
と
振
興
。

④
最
後
に
計
画
の
主
体
を

担
う
財
政
の
健
全
化
の
４

点
が
あ
る
。

　

計
画
期
間
は
Ｈ
22
年
度

か
ら
Ｈ
27
年
度
ま
で
と
し

て
い
る
。
住
民
と
行
政
が

一
体
と
な
っ
た
「
自
治
」

の
力
で
、
豊
か
な
自
然
や

歴
史
を
活
か
し
た
元
気
な

産
業
の
も
と
で
、
大
人
か

ら
子
ど
も
ま
で
全
て
の
町

民
が
安
心
し
て
住
み
つ
づ

け
ら
れ
る
快
適
で
安
全
な

町
を
め
ざ
す
。

　

ま
た
過
疎
計
に
関
係
す

る
辺
地
に
係
る
総
合
整
備

計
画
も
併
せ
て
決
定
し
た
。

　

子
ど
も
手
当
や
高
校
の

授
業
料
実
質
無
償
化
、
た

ば
こ
税
引
き
上
げ
な
ど
で

地
方
税
法
が
改
正
さ
れ

た
。
町
税
条
例
も
準
じ
て

改
正
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
16
才
ま

で
の
年
少
扶
養
親
族
控
除

は
廃
止
、
19
才
ま
で
の
特

定
扶
養
控
除
は
33
万
円
に

減
額
と
な
る
。

　

ま
た「
お
お
た
保
育
所
」

は
、
地
区
内
に
私
立
幼
稚

園
や
認
定
こ
ど
も
園
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
保
育
所
再

編
整
備
計
画
に
そ
っ
て
廃

止
す
る
。

　
「
地
域
の
保
全
経
費
の

財
源
に
充
て
る
」
と
し
た

ふ
る
さ
と
・
水
と
土
の
保

全
基
金
は
３
千
万
円
余
を

積
み
立
て
て
い
る
が
低
金

利
の
な
か
、
利
息
で
目
的

を
達
す
る
こ
と
は
不
可
能

で
あ
り
、
廃
止
し
た
。

農
村
公
園
化
へ
の
一
歩

条
例
の
改
正

と
廃
止

工
事
契
約
の
変
更
・
そ
の
他

　

Ｈ
23
年
４
月
の
小
学
校

統
合
へ
向
け
て
世
羅
・
甲

山・せ
ら
ひ
が
し
の
各
小
学

校
で
は
、
施
設
整
備
の
工

事
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
。

　

せ
ら
ひ
が
し
小
学
校

は
、
特
別
支
援
学
級
と
そ

の
関
連
設
備
、
安
全
施
設

の
追
加
工
事
が
必
要
と
な

っ
た
。
工
事
費
約
１
千
万

円
を
増
額
す
る
契
約
変
更

を
決
め
た
。

　

川
尻
地
区
で
す
す
め
て

い
る
圃
場
整
備
で
は
、
現

況
に
あ
わ
せ
て
、
字
の
区

域
を
変
更
す
る
こ
と
と
し

た
。

　

セ
ラ
ア
グ
リ
パ
ー
ク
の

業
務
報
告
で
は
、
経
営
の

一
層
の
安
定
を
求
め
た
。

　

Ｈ
22
年
第
３
回
定
例
会
を
９
月
６
日
か
ら
24
日
ま
で
開

い
た
。
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
策
定
の
ほ
か
、
Ｈ
21
年

度
決
算
関
係
10
件
（
詳
細
４
・
５
頁
）、
Ｈ
22
年
度
補
正

予
算
関
係
10
件
な
ど
計
31
件
を
審
議
し
た
。

過疎地域
　自立促進計画を決定

基礎工事中の甲山小学校屋内運動場

工事が進む安田徳市線
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